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主論文 

Analysis of trabecular bone microstructure in osteoporotic femoral heads in 

human patients: in vivo study using multidetector row computed tomography. 

 

（和訳） 骨粗鬆患者大腿骨頭における海綿骨微細構造解析： 
MDCT を用いた in vivo 研究  
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論文審査の要旨 

 

骨粗鬆症が原因する大腿骨近位部骨折の発生数は近年著しく増加している。

我が国の診療ガイドラインでは大腿骨転子部骨折に対する治療として早期の手

術が勧められているが、深刻な合併症として刺入したラグスクリューのカット

アウトが挙げられる。それを防ぐためのラグスクリューの至適位置の研究は、

臨床成績をもとにしたものがほとんどであり、詳細な骨梁解析を行い至適位置

を検討したものはない。従来推奨されている刺入位置は、骨強度を評価するこ

とによりさらに最適化できるのではないかと考え、申請者は MDCT 画像を用いて

大腿骨頭の骨梁微細構造を評価し，大腿骨の領域別骨強度を in vivo で評価し

ている。 

10 名の大腿骨転子部骨折患者の MDCT 画像の健側を対象とし、骨梁解析を行う

関心領域として大腿骨先端に 3 領域、大腿骨頸部に 3 領域設定した。骨形態計

測ソフトフェアを用いて各領域のパラメーターを測定した。結果として骨頭先

端領域ではすべての測定項目において荷重部である骨頭上方の骨強度が最も高

く、骨頭中央は骨頭下方よりも骨強度が高かった。また頸部領域ではすべての

測定項目において中央より下方の骨強度が高かった。 

本研究によって大腿骨頭の領域別の骨強度が明らかになった。このことは手

術手技の改良や開発につながる有意義な研究であると評価され、博士（医学）

の学位に値すると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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